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平
成
２９
年
５
月
７
日
（日
）に
ハ
ー
ト

柏
迎
賓
館
に
て
第
１５
回
明
治
大
学
校

友
会
柏
地
域
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
３４
名
の
会
員

と
会
員
の
奥
様
２
名
、
千
葉
県
西
部
支

部
長
前
田
勝
己
様
他
六
地
域
支
部
の

支
部
長
等
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
竹
之
内
支
部
長
の
挨
拶
、
来

賓
紹
介
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
提
案
し

た
議
案
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
講
演
会
で
は
柏
地
域
支
部
会

員
で
も
あ
る
、
佐
々
木
利
夫
氏
に
よ
る

講
談
「古
賀
政
男
一
代
記
」が
披
露
さ

れ
、
偉
大
な
る
古
賀
政
男
大
先
輩
の
足

跡
を
知
る
と
と
も
に
佐
々
木
氏
の
名
調

子
に
全
員
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
前
田
西
部
支
部
長
の
挨
拶

の
後
、
関
我
孫
子
地
域
支
部
長
の
乾
杯
の

発
声
が
あ
り
、
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。 

今
年
は
初
め
て
カ
ラ
オ
ケ
を
用
意
し

た
と
こ
ろ
、
数
名
の
の
ど
自
慢
が
名
乗
り

を
挙
げ
大
い
に
盛
り
上
が
る
中
お
酒
も

進
み
、
恒
例
の
石
原
敏
和
幹
事
の
指
揮

の
も
と
全
員
が
輪
に
な
って
校
歌
を
斉

唱
し
、
寒
川
博
行
幹
事
の
締
め
の
挨
拶

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

年
々
、
出
席
者
が
減
少
し
て
い
る
の
は

寂
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
来
年
こ
そ

は
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享        
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平
成
２９
年
６
月
１８
日
（日
）に
船
橋

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
１４
回
明

治
大
学
校
友
会
千
葉
県
西
部
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ
、
ご
来
賓
の
明
治
大
学

財
務
担
当
理
事
中
里
猛
志
氏
、
明
治

大
学
校
友
会
副
会
長
富
樫
芳
勝
氏
の
ご

出
席
を
賜
り
、
柏
地
域
支
部
か
ら
の
出

席
者
１１
名
を
含
め
ま
し
て
１
３
２
名
の

校
友
が
出
席
し
ま
し
た
。 

第
１
部
の
総
会
は
、
前
田
勝
己
千
葉
県
西

部
支
部
長
が
議
長
と
な
り
６
議
案
の
審
議

を
行
い
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
は
一
般
財
団
法
人
Ｗ
Ｎ
Ｉ
気
象

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
三
枝
茂

氏
（平
成
６
年
、
大
学
院
文
学
研
究
科
地

理
学
専
攻
）が
「砕
氷
船
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ

の
活
躍
と
保
存
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
南
極
観
測
船
と
し
て
活
躍

し
た
先
代
「し
ら
せ
」は
現
在
、
船
橋
港

に
係
留
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
「サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場
」と
併
せ
た
見
学

を
申
し
込
む
と
、
乗
船
・見
学
で
き
る
そ

う
で
す
。
（☎
０
４
７
‐４
３
７
‐３
５
９
１
） 

第
３
部
の
懇
親
会
で
は
前
田
勝
己
千
葉

県
西
部
支
部
長
よ
り
、
全
国
校
友
千
葉
県

大
会
に
つ
い
て
、
平
成
３１
年
１０
月
５
・６

日
に
開
催
予
定
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
船
橋
市
の
民

族
芸
能
「ば
か
面
お
ど
り
」
が
披
露
さ

れ
、
最
後
に
我
孫
子
の
関
地
域
支
部
長

の
挨
拶
で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
４４
年
商
卒
（柏
支
部
長
） 

竹
之
内
明 

          

 先
ず
は
幹
事
長
・
支
部
長
と
し
て
在
任

中
は
幹
事
の
皆
様
、
校
友
の
皆
様
に
ご

指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
竹
之
内
支
部
長
様
よ
り
「今
迄

を
振
り
返
って
」と
い
う
命
題
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
私
の
「過
去
」と
「支
部
創
立
当
時
」

を
思
い
返
し
て
、
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

初
め
に
中
学
時
代
の
事
で
す
が
、
当
時

私
は
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
式
に
認
可
さ
れ
て
お
ら

ず
、
予
算
も
得
ら
れ
な
い
団
体
だ
った
為
、

軟
式
テ
ニ
ス
部
を
設
立
、
学
校
に
申
請

し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
学
生
時
代
の
昭
和
２７
年
に
、
東

京
六
大
学
軟
式
庭
球
連
盟
の
設
立
に

携
わ
り
ま
し
た
。
当
時
す
で
に
、
全
国

学
生
・
東
日
本
学
生
・
関
東
学
生
と
、
そ

れ
ぞ
れ
連
盟
が
存
在
し
て
い
る
な
か
で
の

結
成
で
、
困
難
な
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
新
聞
社
の
後
援
が
得
ら
れ
、
テ
ニ

ス
界
初
の
総
理
大
臣
杯
を
獲
得
で
き
た

上
に
、
メ
ー
カ
ー
の
広
告
ま
で
取
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
結
成
記
念
事
業
と
し
て
神

田
共
立
講
堂
で
「
原
智
恵
子
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
」
を
開
催
し
て
、
昭
和
２８
年
の

一
年
間
理
事
長
と
な
り
、
日
比
谷
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
リ
ー
グ
戦
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昭
和
２９
年
、
卒

業
後
、
体
育
会
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の

設
立
に
携
わ
り
、
平
成
１４
年
会
長
を

務
め
て
一
年
で
辞
任
し
ま
し
た
。 

丁
度
そ
の
時
、
大
学
校
友
会
の
組
織

改
革
が
行
わ
れ
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
当
時
校
友

会
幹
事
長
の
前
川
様
よ
り
、
柏
市
に
は

２
０
０
０
人
以
上
の
校
友
が
在
住
し
て

い
る
の
で
、
是
非
地
域
支
部
を
結
成
す

る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

同
じ
こ
ろ
、
馬
術
部
Ｏ
Ｂ
会
長
（
我
孫

子
地
域
支
部
長
）の
三
宅
氏
か
ら
、
柏
地

域
支
部
設
立
に
参
加
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
三
宅
氏

と
は
お
互
い
に
体
育
会
Ｏ
Ｂ
会
長
と
し
て

の
繋
が
り
と
、
同
期
で
あ
る
と
い
う
結
び

つ
き
、
さ
ら
に
三
宅
氏
の
弟
が
軟
式
テ
ニ

ス
部
に
在
籍
し
て
い
た
縁
も
あ
り
、
以
前

か
ら
の
友
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
猪
瀬
先
輩
は
当
時
、
駿
台
会

を
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
商
工
会
議
所
な
ど
、
経
営
者
団
体

に
広
く
友
人
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
三
宅

氏
と
も
親
し
く
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。 

も
う
一
方
、
萩
原
さ
ん
は
、
市
役
所
の

Ｏ
Ｂ
で
、
明
友
会
に
属
し
て
お
ら
れ
、
三

宅
氏
と
は
東
葛
高
校
の
同
期
と
い
う
こ

と
で
、
図
ら
ず
も
設
立
発
起
人
会
の
世

話
人
三
人
が
、
い
ず
れ
も
三
宅
氏
と
係

わ
り
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
準
備
が
順

調
に
進
み
ま
し
た
。  

 
 

 
 

（つ
づ
く
） 

今
迄
を
振
り
返
っ
て
（
一
） 

 

宇都宮幸正 

 

(名誉支部長)) 

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

 

千葉県西部支部総会  ６月１８日 
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６
月
２
日
（金
）
今
井
幹
事
長
以
下
、

岩
渕
さ
ん
、
山
田
（
秋
）さ
ん
、
宮
本
の

柏
地
域
支
部
の
さ
わ
や
か
４
人
組
？
で

校
友
会
初
の
山
行
企
画
「
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン

グ
」を
予
定
通
り
実
行
し
ま
し
た
。 

当
日
は
柏
駅
西
口
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
前

に
集
合
。
車
で
５
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

Ｒ
１
６
号
柏
か
ら
外
環
道
～
関
越
道
～

沼
田
ＩＣ
で
Ｒ
１
２
０
号
（日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
）～
Ｒ
４
０
１
号
で
尾
瀬
戸
倉
駐

車
場
に
到
着
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
鳩
待
峠

へ
９
時
到
着
。
と
こ
ろ
が
突
然
の
強
い
雨

で
、
鳩
待
峠
休
憩
所
で
準
備
体
操
な
ど
し

て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
幸
い
３０
分
程
で
小
降
り
と
な

り
、
や
や
視
界
不
良
の
中
、
９
時
３０
分
尾

瀬
ケ
原
に
向
け
い
よ
い
よ
出
発
で
す
。 

入
山
は
下
り
坂
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

標
高
１
５
９
１
ｍ
の
鳩
待
峠
か
ら
標
高
１

４
０
０
ｍ
の
山
の
鼻
地
区
迄
の
３
・３
ｋｍ

は
足
元
が
残
雪
で
非
常
に
滑
り
や
す
く

ゆ
っく
り
と
歩
き
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
や
小

鳥
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
石
段
や
木

道
を
ゆ
っく
り
歩
き
ま
す
。
途
中
ヨ
セ
沢

か
ら
テ
ン
マ
沢
あ
た
り
の
拠
水
林
で
待
望

の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
落
を
見
て
感
動
し
ま

し
た
。
今
が
ま
さ
に
見
ご
ろ
で
し
た
。 

１０
時
４０
分
よ
う
や
く
山
の
鼻
地
区
に

到
着
で
す
。
何
と
気
温
は
０
度
！
ビ
ジ

タ
ー
ハ
ウ
ス
で
尾
瀬
の
歴
史
・自
然
・花
・

動
物
・環
境
保
護
の
取
り
組
み
な
ど
を

学
び
な
が
ら
、
１１
時
い
よ
い
よ
尾
瀬
ケ

原
に
向
け
木
道
を
歩
き
ま
す
。
時
々
あ

ら
れ
交
じ
り
の
強
い
雨
の
降
る
中
を
、
湿

原
の
池
塘
を
眺
め
な
が
ら
２
・２
ｋｍ
先

の
目
標
地
点
牛
首
三
叉
路
に
到
着
。
尾

瀬
の
名
峰
燧
ケ
岳
と
至
仏
山
の
双
方
を

望
む
中
間
地
点
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

視
界
不
良
で
両
方
と
も
雲
の
中
で
す
。 

帰
路
は
木
道
を
戻
り
途
中
山
の
鼻
小

屋
で
昼
食
休

憩
。
食
後
、
外

ベ
ン
チ
で
湯
を

沸
か
し
、
コ
ー

ヒ
ー
や
豚
骨

ス
ー
プ
を
お
い

し
く
飲
ん

で
、
身
も
心

も
ホ
ッ
ト
に
な

り
ま
し
た
。 

１３
時
２０
分
山
の
鼻
を
出
発
。
登
り
の

山
道
を
大
勢
の
ツ
ア
ー
客
と
一
緒
に
頑

張
って
歩
き
、
１４
時
４０
分
鳩
待
峠
に
到

着
で
す
。
往
復
１１

ｋｍ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
終

了
で
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

帰
路
途
中
日
帰
り
温
泉
「
ほ
っこ
り
の

湯
」に
入
り
疲
れ
を
癒
し
、
さ
ら
に
山

峡
の
茶
屋
で
山
菜
山
盛
り
の
「天
ざ
る

そ
ば
」を
食
べ
、
四
人
と
も
大
満
足
で
沼

田
ＩＣ
に
向
か
い
ま
し
た
。 

高
速
道
路
も
順
調
で
、
予
定
通
り
２０

時
に
柏
駅
西
口
に
到
着
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
胸
に
解
散
し
ま
し
た
。
日
帰

り
の
強
行
軍
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

尾
瀬
は
健
在
で
し
た
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

宮
本
仁
也  

平
成
２８
年
度
の
締
め
の
事
業
と
し
て
、

「新
春
の
集
い
」を
平
成
２９
年
１
月
２８
日

（
土
）
に
福
来
麺
菜
館
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
の
会
場
の
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
内
の
麗
宮
飯
店
が
昼
宴
会
を
取
り

や
め
た
こ
と
か
ら
新
し
い
会
場
と
し
て
選

ん
だ
「
福
来
麺
菜
館
」
は
２
階
宴
会
場
の

貸
切
り
使
用
で
気
兼
ね
な
く
盛
り
上
が

る
こ
と
が
出
来
、
又
料
理
も
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
で
食
べ
き
れ
な
い
分
は
容
器
に

詰
め
て
待
ち
帰
る
方
が
い
る
ほ
ど
で
し
た
。 

参
加
者
は
２７
名
で
櫻
田
義
孝
衆
議
院

議
員
の
乾
杯
の
発
声
の
後
、
２８
年
度
に

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
田
代
和
孝

氏
、
下
村
恭
一
氏
の
挨
拶
等
を
経
て
山

田
一
一
柏
市
議
会
議
員
の
締
め
の
挨
拶

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
今
年
の
お
土
産
は
和
菓
子
の
名

店
「
ふ
く
し
ま
家
」
の
銘
菓
を
ご
用
意
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
随
行
記 

新

春

の

集

い 

尾瀬ヶ原（山の鼻）   ６月２日 

至仏山を臨む 
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４
月
２
日
（日
）
、
柏
公
園
で
恒
例
の
花

見
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

奥
様
を
含
め
た
１５
名
で
し
た
。
当
日
は

雨
も
上
が
り
、
と
き
お
り
薄
日
が
さ
す

ぽ
か
ぽ
か
と
心
地
良
い
、
ま
さ
に
お
花
見

日
和
に
な
り
ま
し
た
。 

桜
は
ま
だ
５
分
咲
き
で
し
た
が
、
宴
の
間

に
も
開
花
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。 

咲
始
め
の
桜
木
の
下
、
紫
紺
亭
に
届
け
て

も
ら
った
お
弁
当
を
広
げ
て
、
ビ
ー
ル
・日

本
酒
・ワ
イ
ン
を
片
手
に
、
春
の
訪
れ
を
満

喫
し
ま
し
た
。 

昭
和
５３
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦 

         

 

合
同
ゴ
ル
フ
大
会
（柏
・我
孫
子
・流

山
）
が
６
月
７
日
（水
）に
紫
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
梅
雨
入
り
と
発
表
が
あ
った

も
の
の
、
曇
り
空
で
雨
は
降
ら
ず
、
暑
く

な
く
寒
く
な
く
最
良
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

優
勝
は
柏
の
渡
辺
昌
照
さ
ん
、
２
位
は

流
山
の
辻
本
一
夫
さ
ん
、
３
位
は
柏
の

寒
川
博
行
さ
ん
で
し
た
。
前
回
に
続
い

て
柏
支
部
メ
ン
バ
ー
は
大
活
躍
の
ゴ
ル
フ

を
し
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
２１
名
（柏

支
部
か
ら
は
竹
之
内
支
部
長
を
は
じ
め

７
名
）
、
秋
の
大
会
は
１１
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
歓

迎
し
ま
す
。 

昭
和
３７
年
商
学
部
卒  

加
茂
治
男 

      

 

●
新
幹
事
・
正
副
委
員
長 

新
幹
事
と
総
務
会
計
、
事
業
、
組
織
強
化
、

情
報
の
各
正
副
委
員
長
を
紹
介
し
ま
す
。 

新
幹
事 

 

昭
４９
年 

金
田
登
志
夫 

総
務
委
員
長 

昭
５８
年 

芳
野
富
美
代 

 

副
委
員
長 

昭
４５
年 

伊
東
忠
雄 

事
業
委
員
長 

昭
５５
年 

勝
俣
清
三 

副
委
員
長 

昭
４９
年 

宮
本
仁
也 

組
織
委
員
長 

平
３
年 

 

石
原
敏
和 

副
委
員
長 

昭
６２
年 

鬼
澤
宏
孝 

情
報
委
員
長 

昭
５３
年 

山
田
秋
彦 

副
委
員
長 

昭
４９
年 

片
倉
慶
孝 

●
納
涼
会 

８
月
５
日
（土
）
１６
時
よ
り
柏
駅
南
口
出

て
左
徒
歩
２
分
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ 

ガ
ゼ

ボ
に
て
開
催
し
ま
す
。
会
費
は
４
千
円
。
参

加
希
望
者
は
今
井
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
０
８
０-

３
３
１
２-

７
８
４
６ 

Fax
０
３ 

-

６
７
０
１-

７
５
４
５ 

締
め
切
り
～
７
月
２５
日 

●
麻
雀
大
会 

会
員
相
互
の
親
睦
を
兼
ね
て
我
孫

子
支
部
を
主
催
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
日
時
は
、
１０
月
２１
日

（土
）、
場
所
は
我
孫
子
駅
近
く
の
雀

荘
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
柏
、
我
孫

子
、
流
山
の
支
部
対
抗
戦
を
行
う
予

定
で
す
。
腕
に
自
信
の
あ
る
方
、
奮
っ

て
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会 

１１
月
１１
日
（土
）
１３
時
１５
分
開
場 

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

前
売
り
２
千
５
百
円
（当
日
３
千
円
） 

お
問
い
合
わ
せ
・チ
ケ
ッ
ト
購
入
先 

☎
０
４-

７
１
４
５
‐０
６
８
３(

古
江) 

お

花

見

会 

合
同
ゴ
ル
フ
大
会 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

イ ベ ン ト の 予 定 
●納涼会  
８月５日（土）、キッチンスタジオ ガゼボ 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●ゴルフ大会 
春秋 2回、次回は１１月の予定 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６ (加茂 )   

●麻雀大会 
１０月２１日(土)、我孫子で開催 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６ (加茂 )  

◆大堀川清掃参加 
１0月下旬、高田緑地 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

●マンドリン倶楽部演奏会 
１１月１１日(土)、柏市民文化会館 
☎ (０４）７１４５‐ ０６８３ (古江 )  

■全国校友沖縄大会 
１１月１８日(日)沖縄コンベンションセンター 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

◆明早ラグビー観戦 
１２月３日（日）、秩父宮ラグビー場（チケ
ットを早めに確保する必要があります） 
☎ (０４）７１３１‐２５４４(宮本 ) 

○寶井講談修羅場塾 
12月３日（日）、お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木 )  

●新春の集い 
１月２７日(土)、福来麺菜館（予定） 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●お花見会 
３月下旬～４月上旬の予定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井 ) 

●柏地域支部総会 
５月、ハート柏迎賓館（予定） 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内 ) 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

紫カントリー倶楽部  ６月７日 

柏公園      ４月２日 


